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3) マルクスは，経済学批判序説， i経済学批判」所収の中で， 17世紀の経済学者は国家を富の生
産の手段と見たと述べている。岩波文庫肢，昭和31年.324へ ジ。



























5) 大前向一男「社会政策の経済理論」昭和27年， 362ベー ジ。

























6) 大河内一男「社会政策(総論)J昭和四年， 27ヘ ジ。
7) 向上， 28へージ。
8) 民治ずし、かにマルクスに学んだかは，大河内 男 マルクス主義と社会政貰，前出「社会政策の
経済理論」に詳しい。

















































































15) 凧平人 i三二「日本社会政権の理論」昭和24年』序にかえて， 2 -3ベ ジ。
16) 向上，本文， 10-11ペー ジ。
17) 向上， 11ベー ジ。
18) 同上， 11ベー ジ。
19) 同上， 12ペー ジ。
20) 向上， 12へー ジ。

























































24) 岸本甚太郎「社会政策論序説」昭和24年， 128ベ ク。
25) 前出「社会政策学の基本問題J11ベー ジ。


























28) 細かく見て行くと， r社会政権論の根本問題 増補版」の中にもまだ総量説とうけとれぞうな
表現がある。しかし全体の論旨は本文に述べた通りである。
国家論から胃iた社会政策論争












































































































































43) 戸塚氏の「イギリス工場法成立史論jには 社会政策論の再構成ー とし、う副題がついている。
しかし戸埠民はこの書物の中ではj 自分の接近方法とそれにもとづくイギリス工場法の性格の検






























46) 向上， 113ペー ジ。
国家論から見た社会政策論争 (607). 59" 
1Vまとめ
以上ス Zスとマノレク月の国家論壱手がかりに I本質論争」並びにその後の
議論における政治と経済の関係を検討した。その結果，次のことが明らかにな
った。第一に大河内理論はスミス的に国家を経済の補助手段と考え，政治と経
済の調和論を作っている。第二に服部氏の問題提起から森，風早，近藤の諸氏
を経て初期岸本氏までの「本質論争jの過程は，大河内理論におけるスミ九的
国家論の段階からマルクス的国家論への脱皮の過程であった。そ乙では階級闘
争を論理構成の中にとり入れるのに苦心がはらわれたが，政治と経済の矛盾の
論理がわからなかったので，スミス的調利鳴を払拭出来なかった。第三に岸本
氏の努力によって社会政策論は始めてマルクス的国家論を身につけることが出
来た。岸本民は画家論の構成を目指したわけではなかったが，政治と経済の矛
盾の関係を把握したその社会政策論は，現在の困家論から見れば，先駆的業績
だったと云えるだ巧う。第囚にその後も新しい社会政策論が構想されたが，現
在の国家論による批判に耐えられるものは出てし、ない。ただ段階論的発想によ
る社会政策論は政治経済学とは本質を異にするので，そのことを中心に別個の
検討が必要であろう。
社会政策論は岸本理論によって正しい軌道に乗った。しかしまだ完成したわ
けではない。岸本理論に対する批判の中には，本稿では紹介しなかったものを
含めて，断片的には問題にすべき指摘が沢山ある。岸本理論の延長線上におけ
る社会政策論の構成は稿を改めて行なうことにしたし、。そこでは国家論を一歩
具体化して I法則」と「政策」と「歴史jの関連が検討されるはずである。
